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く 要 旨 〉

移植療法の進歩に伴い骨髄移植後における厳重な無菌管理が見直される よ う になった。 当病棟

で も ガイ ドラ イ ンや研究結果を参考にする こ とで、 入室方法 ・ 清掃方法が簡略化され、 家族のク

リ ーンlレーム入室が可能と な ったな ど業務の簡略化ができた。 業務の簡略化によ る利点も あるが、

感染の リ スク が高ま る と も考え られるため、 感染予防対策について患者 ・ 家族への指導が十分に

行われる必要がある。

く キーワ ー ド 〉

造血幹細胞移植、 ク リ ー ンルーム (CR) 、 無菌管理

1 . は じ めに

骨髄移植が開始された頃の無菌管理は、 必要物品や環境を消毒 し、 医療者はガウ ンや帽子を着

用 し入室するな ど、 長年 「隔離』 に膨大な力が注がれて きた。 当病棟のク リ ーンルーム (以下 CR)

では、 造血細胞移植ガイ ドライ ンに沿って無菌管理を行っ ている。 移植療法の進歩に伴い、 厳重

な無菌管理が患者の予後には直接影響 しない こ と がわか り 、 管理方法が見直される よ う にな った。

CR における無菌管理の変化についてまと めたので報告する。

II . 用語の定義

造血幹細胞移植 : 骨髄破壊的前治療 を用 いた移植 ( フ ル移植)

ク リ ー ンルーム (CR) : 造血幹細胞移植 を 実施す る 際に入室す る 病室

無菌管理 : CR に お け る 感染予防対策

m . 方法

2003 年に出版された 「周手術期奇童」 の中に、 当病棟看護師が執筆 した 『ク リ ーンルームの看護』

がある。 そ こ に掲載されている当時の看護手順と現在のものと を比較 した。 変化のある項目 につ
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いては、 簡略化の経緯についてまとめた。

lV. 結果および考察

1 ) 入室方法

造血細胞移植ガイ ドラ イ ンや塵挨量の調査結果か ら 、 ガウ ンの着用やイ ソ ジン手洗い、 エアシャ

ワーの廃止など CR 入室方法の簡略化につながった。 (図 1 : 下線部は変更点)

図 1

2003 年 201 0 年

イ ソ ジ ン手洗い を し 、 エ 手洗 いを し、 エアシャ ワ ー を使
ア シ ャ ワーを行い、 壊を 用せずセ ミ ク リ ー ンルーム入室

落 と し た状態で ク リ ー ン す る 。

J レームへ入室す る 。 帽子は装着 し な い。 ガウ ンは患

室 内 紫外線 ロ ッ カ ーの ガ 児 が 白 衣に触れる 可能性が あ る

ウ ン 、 帽子、 デ ィ ス ポー と き のみ使用 (患児 を抱擁す る

サ ブル手袋 (未滅菌) を 時のみ使用) 。

装着す る 。 ス リ ッ パの 履 き 替 え は不要。

セ ミ ク リ ー ンルームか ら 無菌室の送風機 を高速回転に切

ク リ ー ンルームへの入室 り 替 え 、 介助者が入室 中 は高速

時はス リ ッ パ を 履 き 替 運転にす る 。

え 、 無菌室の送風機 を 高

速回転に切 り 替 え る 。 1) 

2) 保清 ・ 更衣

根拠
造血細胞移 植 ガ イ ド ラ イ ンー

移 植 後 早 期 の 感 染 管 理 で は

ス リ ッ パ 『ス リ ッ パは感染対

策 上 の 有 効 性 は み ら れ な い

た め 、 入室前のス リ ッ パへの

履 き 替 え は 不要で あ る ] 2) と

さ れ て い る 。

『帽子 ・ マ ス ク ・ ス リ ッ パへ

の 履 き 替 え は 有 効 性 が み ら

れ な い た め 、 不要で あ る 』

『患児の場合 は、 抱擁す る な

ど の 直 接 的 に 接触 す る こ と

が 多 い た め 、 エ プ ロ ン 幽 マ ス

ク を使用する こ と も 考 え る』
3) 

看護研究の小児骨髄移植患

者の無菌病室 ( ク リ ー ンルー

ム) の環境調査 に て エ ア シ ャ

ワ ー使用 時 と エ ア シ ャ ワ ー

不使用時の塵挨量に差がな

く ヱ ア シ ャ ワ ーの必要性が

な い と 分か っ た た め エ ア シ

ャ ワ ー は使用 し な く な っ た 。

全身清拭よ り も 、 シャ ワーによ り 清潔を保つ こ と を推奨されているため、 当病棟でも CR 肉での

シャ ワーを行 う よ う になってきた。 (図 2)

図 2

2003 年 2010 年 根拠
身体 を拭 く タ オルは滅菌 GR 内 シ ャ ワ ー台 で シ ャ ワー浴 『移植患者は移植 中 も 移植後

蒸留水に浸 し 、 電子 レ ン を実施、 ま た は全身清拭 と 陰部 も 毎 日 シ ャ ワ ーや入浴 を 行 う

ジ で 4 分間加熱す る 。 洗浄を毎 日 実施。 こ と を勧 め る 。 た だ し 、 入浴 ・

介 助 で 身体 を 拭 く 場合は 清拭 : GR 肉の滅菌温水で濡 ら し シ ャ ワ ーがで き な い場合は、
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滅菌手袋 を使用す る 。 た タ オル査使用 。 清拭等の手段に よ っ て全身の
下着 と 寝衣は一 日 一 回お 寝衣は毎 日 交換。 汚れた ら その 清 潔 を 常 に 保 つ よ う 留意す
よ び汚染時に洗濯済みの 都度更衣。 る� 2) と さ れて い る 。
物に着替 え る 。
更 衣 は ベ ッ ド の 上 で 行
い、 脱いだものは風下の
床に置 く 。 1 )  

3 ) 含轍 岡 歯磨き

以前はフ ァ ンギゾン吸入を実施 していたが、 医師と相談 し病院改修によ る解体工事が終了 し、 ア

スペルギルスによる感染の確率が低下 した こ と から、 吸入の中止につながった。 (図 3)

図 3

2003 年 201 0 年 根拠
毎食前に含轍 と フ ァ ンギ 吸入は し て いない。 病院改修による解体工事が終
ゾン吸入を行 う 。 食後は 含 嚇 に は イ ソ ジ ン ガー ゲルを 了 し 、 アス ペルギルス に よ る
ミ ル ト ン に浸けた歯ブラ 使用。 感染の危険性が低下 した。
シで歯を磨 く 。 ミ ル ト ン に 浸 け た 歯 ブ ラ シ で
口腔粘膜に発赤、 腫脹、 歯磨 きを行 う 。
び ら ん が み ら れ る 場 合
は、 やわ らかい歯 ブ ラ シ
を使用す る。 1 )  

4 ) 食事

低菌食を摂取する こ と に変わ り はない。 その他持ち込み食品については、 造血幹細胞移植ガイ ド

ラ イ ンを参考に医師の許可をも ら っ ている。

5 ) 清掃

造血細胞移植ガイ ドライ ンでは、 アルコールな ど薬品を用いた掃除は不要であると されているた

め、 アルコールでの床掃除は現在行っていない。 『すべてのものに滅菌処理を行った り 、 あるい

は紫外線照射を行う必要はない。 物品は水拭きを行い壊を取った物を使 う こ と を原則 とする』 と

されているため、 紫外線ロ ッ カーを通 しての物品の持ち込みは行わな く なった。 (図 4)

図 4

2003 年 201 0 年 根拠
デ ィ スポーサ ゴルモ ッ プ デ ィ ス ポーサ ブルモ ッ プで CR 造血細胞移植 ガイ ド ラ イ ンー
を使用 し、 室内のアルコ か ら SCR の順に ゴ ミ ・ ほ こ り を 移植後早期 の 感 染 管 理で は
ール拭きをする。 部屋の 集めた後、 CR か ら SCR へ水拭 き 『通常、 壁や床な どの環境表
奥か ら 出 口 へ向か つ て行 をす る 。 面には細菌汚染があるが、 こ
フ 。 消灯台 関 オーバーテーブル 同 ベ れ ら の環境表面の細菌が患者
テ ー ブ ル や ベ ッ ド の 周 ッ ドサイ ド 岡 フ ィ ルタ ー を朝の に感染する こ と は殆 どないた
圏 、 ト イ レの便座をアル 理境整備時に滅菌水で拭 く 。 め、 環境表面の消 毒や滅菌は
コ ール拭 きする 。 ス リ ッ パは毎 日 水拭き。 不要で あ る 。 移植病室は 日常
ガウ ン 岡 帽子 同 ス リ ッ パ 的な掃除を行い、 アル コール
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は毎 日 交換。

無菌室に持ち 込む物はす

ベ て パ ス ボ ッ ク ス を 通

し 、 紫外線照射 を す る 。
1 )  

6 ) 排池

な ど に よ る 特殊な掃除 は不要

で あ る� 2) と さ れ て い る 。

『すべて の も の に滅菌処理 を

行 っ た り 、 あ る いは紫外線照

射 を 行 っ た り す る 必 要 は な

い 。 物品 は水拭 き を行い壌を

取 っ た物を使 う こ と を原則 と
す る 。 � 2) 

以前は使用するユー リ パンに ビニール袋をかけて使用 していたが、 乞音物品 と 同様に、 清潔に洗

浄されていれば、 袋をかける必要性がないと考え られるため ビニール袋は使用 しないこ と にな っ

た。 (図 5)

図 5

2003 年 201 0 年 根拠
便器に ビ ニール袋をかけ 洗浄 し 、 アルコール拭き を し たユ 会 陰 や 虹 門 周 囲 は 排 池 毎 に

て 排j世の都度破棄す る 。 ー リ パ ン を排池の都度交換。 優 し く 徹 底 的 に 清 潔 に す る

排便後は旺門 周 囲 を洗浄 目工門の皮膚損傷 ・ 匹門周囲に汚れ と と も に 、 乾燥 さ せ る よ う

便器 ( ウ ォ シ ュ レ ツ ト な が あ る と き は 、 その都度洗浄。 にす る 。

ど) で洗浄 し 、 清浄綿で 生 活物 品 同 様 に 、 ケ リ ー パ

拭 く 。 1 )  ッ ト は清潔 に 洗 浄 さ れ て い

れ ば ビ ニ ー ル袋 を か け る 必

要 は な い 。

7 ) 薬治

以前は、 グルコ ン酸ク ロルヘキシジン液と塩酸ベンザルコ ニウム液を用いて æ 入室前に薬治を

行っていた。 しか し、 皮属の常在菌は時間と 共に再増殖する こ と や、 薬浴に使用する薬品が皮膚

へ悪量獲を及ぼすのではないかと いう意見か ら中止された。 (図 6)

図 6

2003 年 201 0 年 根拠
浴槽 に はグルコ ン酸ク ロ 薬浴は中止。 皮 膚 の 常 在 菌 は 時 間 と 共 に

ルヘキシジン液 20w/v% 普段通 り に入浴 を済ませ、服を着 再増殖す る 。 薬治に使用す
と 塩化ベンザルコ ニウム て 、 そ の ま ま 無菌室へ入室。 る 薬剤 が皮 膚 へ 悪影響 を 及

液 1 0w/v% を湯 1 L に対 ぼす可能性が あ る 。

して 1 ml 入れ、 患児を し
っ か り 浸か ら せ て 頭の上

か ら 浴槽の湯 を か け る 。
1 )  

8 ) 面会

造血細胞移植ガイ ドラ イ ンや様々な研究か ら、 面会者の制限と い う こ と よ り は、 面会時の感染ス

ク リ ーニングが重要視されているため、 家族へ入室方法を指導 し、 体調の確認をする こ と で 侃
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への家族の入室が可能と な った。 (図 7)

図 7

2003 年
医師 ・ 看護師 以外の CR
への入室は不可。 面会者
は窓越 し に面会。

考察

201 0 年
患児が CR へ入室 し た時か ら 、 両
親の面会可。 1 回 に 1 人ずつ思食
時 (1 2 時) よ り 消灯まで。 入室
方法は医師 ・ 看護瞳同様。 CR 入
室前に看護師よ り 面会者 に入室
方法 ・ 感染予防につ いて指導。 両
親以外 e - MADO を 用 い て 面会 。

」一一

根拠
「小児 骨髄移植患者の無菌

病室 ( ク リ ー ン ルーム) の
環境調査』 に て 病棟ス タ ッ
フ 入室時 と 家 人入室時のク
リ ー ンルームの塵挨量に差
がなか った 。
「小児造血幹細胞移植に お

け る ク リ ー ン ルームへの 家
族 入 室 に つ い て の 実 態 調
査」 に て 、 家族が付 き 添 い
を 行 っ て い る 施設が 9 割以

上であった。
造血細胞移植ガイ ド ラ イ ン
に面会不可の記載 はな く 、
乳幼児 に お け る 家族入室の
重要性や、 面会時の感染症
のスク リ ー ニ ン グ に つ い て

の重要性が示 さ れて いる。

ガイ ドラ イ ンや研究結果を参考にする こ と で、 当病棟でも CR 業務の簡略化ができた。

以前は厳重な感染管理によ り 、 侃 肉で生活する患児のス ト レスは大きかったが、 感染防具に身

を包んだ医療者との関わ り がな く な った こ と や、 家族が入室できるよ う にな った こ と か ら も 、 患

児へのス ト レスは以前よ り 軽減 した と考える。 入室時聞に制限がある場合は、 時間制限の必要性

がまだ理解できない患児に と っ ては精神的負担がさ らに増す可能性も あるため、 慎重に進めてい

く 必要がある。 また、 家族が入室する こ と で、 家族の負担やス ト レスが増える との先行研究も あ

るため、 家族の生活背景や精神面も考慮 しながら進めていかな く てはな らない。

CR 業務の簡略化による利点も あるが、 感染の リ スク が高ま る と も考え られるため、 感染予防対

策について患者 ・ 家族への指導が十分に行われる必要がある。 しか し、 現在家族への感染予防行

動の指導についてのマニュアルか。確立されていないこ と か ら 、 スタ ッ フ聞で統ー した指導が行え

ていない。 そのため、 今後感染予防行動のマニュアルや、 感染症状のスク リ ーニング方法を医師

を含め検討 し、 スタ ッ フで統ー した指導が行えるよ う に してい く こ とが必要である。
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